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１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

光 

 

 

園にあるステンドグラスをみんなで見たときに、その日の天気によって光の具合が違うこと

に気が付いた。光が透き通ることで見える明かりが「きれい」と、そのことをきっかけに、

光に興味をもっていたため、学年で「光」をテーマに設定した。 

 

① ステンドグラスをつくろう 

② 空間に絵を描こう 

③ 光る絵を描こう 

④ 光るジャックオランタンをつくろう 

⑤ 行燈をつくろう 

⑥ クリスマスイルミネーションを飾ろう 

⑦ 今までの活動を活かした「光」の制作活動 

 



３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

・セロファンやジョアのカップや和紙など、透ける素材の廃材をすぐ手に取れる場所に準

備しておいた。それ以外の素材もたくさん準備し、まずは子どもたちが「つくりたい」と思

ったときすぐできるように環境設定をした。また、作ることで、光らない、なぜだろう、友

達の光っているものと比較、と試行していく過程を大切にした。 

・子どもがステンドグラスを見たとき、教諭が「いろんな部屋の窓もこうなっていたら素

敵だね」という声掛けをすると「作りたい」となった。作るときにも、そのものがどうなっ

ているか、よく観察するような声掛けを意識した。光が透き通らない紙でステンドグラス

をつくってみた子には、あえて何も言わず、「窓の近くにもっていってすかしてみる？」と

だけ言うと、自分で周りの友達と比べてセロファンが透けることに気が付いた。それをみ

んなで共有しはじめ、気が付くとみんなでセロファンを使い始めた。このように、どの活動

も自分たちで気付けるような声掛けを意識した。 







 

 

 

 

 



４．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

教諭がどのくらい子どもたちに干渉していくのかが悩みどころではあったが、声掛けをし

すぎないように見守ってみると、自由に遊ぶ中で学ぶことがあることに気が付いた。何か

作ることに目的がある場合は、子どもたちが迷っていたり、違う方向に突き進んでいたり

する場合、「こんなものがあるけど使う？」「こうしてみたら？」と少し方向性を示すヒント

を与えるとよかった。また、頭の中にあるイメージをそのまますぐつくることにハードル

が高い時には、一度絵に描いて可視化することで、作成しやすくなることがわかった。空間

に絵を描くというのは透明のフィルムを柱にかけて、フィルムに絵を描いていくという活

動であったが、表と裏に両方絵を描いていくとぐちゃぐちゃになってしまったことがあっ

た。この活動では、どんなよさがあるのかなあと考えたときに、光の加減で白が茶色に見え

たり、普段の認識とは違う色に変化していくよさに気付くことができるというよさである

なと思った。最初は楽しむという意味で表裏で描き、次は表のみにする、何日間か飾って違

いを楽しむということをすると「光」の面白さに気付くことができると感じた。 


